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(3) すでに歯冠部を完成した歯腔を容れる骨包壁は, 一層の撤密骨質より構成され, 壁面には旺盛な造
骨機転と吸収の2現象が同時に現われ, 歯腔の発育に対応するよう骨包壁の改造が営まれている｡
(4) 未完成歯を容れる歯槽寓壁は網眼状に連なる繊細な骨梁群よりなり, 壁面は多孔性性状を帯び, 秩
に債底壁には多数の節状孔が存在している｡
(5) 未完成歯を容れる歯槽内部に配置する骨梁は, 繊細で分布状況も不規則で一定の方向はなく, 攻合
機能に対応する構築学的配列像は認められない｡




(8) 歯槽寓は近心と遠心壁面においてややその性質を異にし, 一般に近心壁面には吸収現象 が 認 め ら
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れ, 遠心側 には線維骨が層状に添加している｡ その組織像より推測して歯は緩徐ながら近心の方向に移動
を継続しているものと考えられる｡
(9) 唆合機能歯を容れる歯槽席を支える骨梁は, 歯頚部においては窟壁に直交し, これより下方に至る
に従い漸次斜下方より垂直の方向となり, 攻合圧に対応するようその配列を構築学的に更める｡





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨










3) 未完成歯の歯槽徳壁は一般に多孔性で, ことに徳底には多数の節状孔を有し, その骨梁は繊細でそ




から漸次縦方向に走り, 歯根膜シャーペー線維と交叉し, その構築学的配列を完成する｡ 同時に顎骨骨髄
の脂肪化も正中側から後方臼歯側に進行する｡
本論文は学問的に有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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